
１
月
18
日
㈬
、
恒
例
の
合
同
研
修

会
が
女
性
会
主
管
に
よ
り
会
議
所
３

Ｆ
に
て
、
女
性
会
・
青
年
部
合
わ
せ

て
50
名
を
超
え
る
多
く
の
参
加
者
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
道
の
駅
『
萩
往
還
』
駅

長
、
篠
原
充
氏
を
お
招
き
し
、

『
新
・
殿
様
商
売
』
と
題
し
て
ご
講

義
頂
き
ま
し
た
。
今
の
萩
往
還
が
民

営
で
行
わ
れ
て
い
る
事
や
、
宇
部
市

出
身
で
あ
る
篠
原
駅
長
か
ら
見
た
萩

の
人
の
話
し
方
や
癖
、
萩
に
来
て
み

て
驚
い
た
事
等
を
楽
し
く
話
し
て
下

さ
り
、
そ
の
後
、
営
業
戦
略
や
接
客

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
、
店
舗
内
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
の
仕
方
や
、
ラ
イ
バ
ル
競
合

店
に
勝
つ
為
に
す
る
事
を
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。
講
義
後
半
に
は
、
夏
休

み
を
利
用
し
観
光
に
訪
れ
て
い
た
福

島
の
被
災
児
童
に
無
料
で
食
事
を
提

供
さ
れ
て
い
る
時
の
写
真
を
見
て
出

席
者
一
同
感
動
し
て
し
ま
い
声
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
じ
萩
で
事
業

を
行
う
篠
原
駅
長
の
講
義
は
大
変
親

近
感
も
湧
き
、
勉
強
に
な
る
講
義
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
場
所
を
食
事
処
が
ん
が

ん
に
移
し
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
篠
原

駅
長
、
女
性
会
の
方
々
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
一
同
、
よ
り
一
層
頑
張
ろ
う

と
心
を
一
つ
に
出
来
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

藤
田
　
伸
和

１
月
28
日
㈯
に
、
益
田
市
の
グ
ラ

ン
ト
ワ
に
て
『
益
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
30

周
年
記
念
式
典
』
が
開
催
さ
れ
、
萩

Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
11
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
益
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
寺
戸

会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
益
田
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
歴
史
、
活
動
等
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
後
、『
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
の
ひ
み
つ
』
と
題
し
て
、
デ
ザ

イ
ン
監
修
を
さ
れ
た
澄
川
喜
一
氏
の

記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
一
般
の
方
々

と
と
も
に
、
大
変
貴
重
な
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
場
所
を
移
し

て
の
祝
賀
会
も
盛
大
に
行
わ
れ
、
普

段
あ
ま
り
接
す
る
こ
と
の
な
い
島
根

県
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
方
々
と
の
親
睦
も
深

ま
り
、
今
後
の
青
年
部
活
動
の
励
み

と
な
る
、
大
変
有
意
義
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

井
関
　
貴
洋

−８−
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萩商工会議所

青年部
広報委員会

青
年
部

コ
ー
ナ
ー

人
と
人
と
の
繋
が
り
、
人
に
対
す

る
思
い
、
恋
人
、
夫
婦
、
片
想
い
、

昔
の
恋
、
青
年
部
、
自
分
の
気
持
ち

を
振
り
返
り
、
相
手
に
想
い
を
伝
え

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

益
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ

30
周
年
記
念
事
業

恋
人
編

家
族
編

  
　　　　　　　　  

 
 

PRINTED WITH 総合結婚式場・披露宴会場

萩市堀内菊ヶ浜　ＴＥＬ.（0838）22−0326㈹

み ら  く て  い

益田YEGより気持ちの込められた
おもてなしを頂きました。

萩では気づきにくい視点を学ぶ

萩
商
工
会
議
所
女
性
会

青
年
部
合
同
研
修
会
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恋
人
編

恋
人
編

１
月
27
日
㈮
ホ
テ
ル
萩
の
浜
に
て

人
材
育
成
委
員
会
第
４
回
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
講
師
に
、
元
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
大
谷
由
里
子
先
生
を

お
招
き
し
て
、「
人
の
心
を
掴
む
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
〜
気
づ
か
せ
て
動
か

す
吉
本
流
人
材
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の

極
意
〜
」
と
題
し
講
演
し
て
頂
き
ま

し
た
。

故
横
山
や
す
し
さ
ん
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
を
務
め
て
い
た
だ
け
に
軽
快
な

ト
ー
ク
と
参
加
者
を
飽
き
さ
せ
な
い

能
動
的
な
セ
ミ
ナ
ー
で
、
１
時
間
半

の
時
間
が
と
て
も
短
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

人
の
感
情
や
行
動
、
性
格
や
世
代

の
性
質
な
ど
を
細
く
説
明
し
て
頂

き
、
こ
れ
か
ら
の
会
社
経
営
、
社
員

教
育
、
人
材
育
成
に
役
立
つ
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

「
い
い
場
」
を
造
る
努
力
、
ど
れ

だ
け
自
分
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に

物
事
を
考
え
て
い
く
か
な
ど
、
様
々

な
提
案
を
頂
き
、
今
回
の
参
加
者
は

得
る
も
の
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
セ
ミ
ナ
ー
後
半
で

は
人
間
の
性
格
を
分
か
り
や
す
く
図

式
化
し
、
自
分
自
身
に
当
て
は
め
、

そ
の
特
徴
を
述
べ
ら
れ
る
場
面
で
は

参
加
者
全
員
が
目
か
ら
鱗
の
状
態
で

し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
懇
親
会
も
大

谷
先
生
を
囲
み
、
終
始
笑
い
の
絶
え

な
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

内
田
　
謙
一
郎

12
月
全
員
協
議
会
に
て
、
人
材
育

成
委
員
会
に
よ
る
「
第
１
回
意
見
交

換
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
年
部

会
員
同
士
、
仕
事
上
の
身
近
な
テ
ー

マ
を
話
し
合
い
、
今
後
に
役
立
て
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
事
前
に
２
つ
の

議
題
に
対
す
る
意
見
を
各
自
考
え
て

お
き
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま

し
た
。

そ
の
議
題
と
は
、
経
営
者
と
し
て

の
社
員
に
対
す
る
考
え
方
で
す
。

議
題
１
「
あ
な
た
の
会
社
で
は
、

面
接
で
最
終
的
に
何
を
採
用
の
基
準

に
し
ま
す
か
？
」

議
題
２
「
社
員
に
ど
の
よ
う
な
事

に
気
を
つ
け
て
仕
事
を
し
て
欲
し
い

で
す
か
？
」

沢
山
の
意
見
が
出
て
、
今
後
の
自

分
達
の
会
社
に
も
為
に
な
り
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

林
　
功
剛

第
４
回
セ
ミ
ナ
ー終始笑顔の大谷講師を囲んで

パワフルで心に響くセミナーでした

意
見
交
換
会

経営上の悩みを共有し
解決の糸口を探る
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